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この便りはご注文の品と 

   いっしょにお届けします 
 

大寒が過ぎ去り、節分、立春を迎える２月初めの頃は冬至と春分の日のちょ

うど中間に当たります。日の暮れもずい分おそくなってきて、夕方の空に

まだ明るさが残っているのを見るとほっとします。 
                        

「「「「赤赤赤赤ちゃんちゃんちゃんちゃんサーラサーラサーラサーラ」」」」作作作作りりりりワークショップワークショップワークショップワークショップのおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

朝日カルチャーセンター立川にて、２月５日、１２日、１９日（木曜日）

の 10:15～12:15、佐々木奈々子による「赤ちゃんサーラ」作りのワー

クショップが行われます。詳しくは、朝日カルチャーセンター立川（TEL：

042-527-6511）へ直接お問い合わせください。 

ウォルドルフウォルドルフウォルドルフウォルドルフ人形作品展人形作品展人形作品展人形作品展    ～～～～心心心心をををを育育育育むむむむ人形人形人形人形たちたちたちたち～～～～    

２月６日(金)～９日(月) アートスペース２０１ 札幌市中央区南２条西１丁目  

   10:00～18:00（最終日 12:00まで）    

             TEL：0123‐36‐6048 担当：村本泰江・長内洋子 

２月１６日(月)～１８日(水) ルヴィーブル  福山市西桜町 1-5-17 

 TEL：084‐925‐3587 担当：安田いず実 

２月２８日(金)～３月８日(日) 高知こどもの図書館 高知市永国寺町 6-16 

   TEL：088‐820‐8250 担当：川﨑典子 

３月１０日(火)～１４日(土) 尾鷲市中央公民館ロビー 尾鷲市中央町 10-43 

TEL：0597-23-8132 担当：加藤ますみ・内海文香 
★ お近くの会場へ、どうぞお出かけください。たくさんの出会いを楽しみにお待ちしています。 

 

新刊書新刊書新刊書新刊書のごのごのごのご紹介紹介紹介紹介    「「「「みんなみんなみんなみんな、、、、絵本絵本絵本絵本からからからから」」」」    

 柳田邦男 著・石井麻木 写真 （定価 1200 円税別 講談社） 

〈・・・テレビ、ゲーム、ケータイ、ネットに、毎日３時間以

上も費やしている子がいる。・・・（中略）・・・ハーメルンの

笛吹きが 子どもたちを 連れていく。大人たちが ２兆円、

３兆円と稼ぐうちに、ハーメルンの笛吹きが ケータイ 掲げ

て 去っていく。・・・本文より〉 

人間の〔心の崩壊〕を救うカギが、絵本の読み聞かせにある、

絵本こそは救世主である、と筆者は説きます。 
 
私も絵本の力、読み聞かせの力を信じている一人です。本好きな大人のいる家庭では苦も

なく習慣となるでしょう。本が好きでないとしても、努めて行う価値のあることだと思いま

す。子どもたちのためにしているつもりでしたが、実は私の方こそがたくさんの楽しみをも

らい、家族の共通の思い出を作っていた、かけがえのない時間だったことにあらためて気づ

きます。子どもにとっても、大人にとっても、一生の宝ものとなる読み聞かせを、ぜひ始め

ましょう、続けていきましょう！                      佐藤治子 

 

ぱたぽんぱたぽんぱたぽんぱたぽん通通通通信信信信 スウェーデンスウェーデンスウェーデンスウェーデンへのへのへのへの旅旅旅旅 

 
スウェーデンを訪ねてきました(*^_^*)。今回のスウェ

ーデンへの旅はゴットランドに行くことと、シリアン湖畔

のレクサンドで行われたスウェーデン手工芸協会主催の

“織の集い”に参

加するのが主な目

的でした。訪れた

のは９月初旬でし

たが、あたりはすっかり秋色で、日に日に紅葉がすす

んでいく気配を感じました。スウェーデンの夏は本当

に短いのだなあと実感しました。 
ゴットランドはバルト海に位置する島で、その中心

であるヴィスビーは世界遺産に登録されていて、旧市

街の街全体が城壁に囲まれています。大小様々な石灰岩で

できた石畳の道が不規則に延びていて、昔ながらの建築様

式や雰囲気の、落ち着いた風情のある美しい街をつくりだ

していました。郊外にでると、かの名立たるゴットランド

羊がたくさん放牧されていて、人々の生活に密着したとこ

ろに羊の存在を感じました。 
レクサンドで開催された織の集いは、スウェーデン国内

はもとより、世界中の手工芸家や手工芸を生業としている

人々が一堂に会し、とても盛大なものでした。メイン会場

はアイスホッケー場でしたが、期間中は様々な場所が展示会

場となり、町中が手工芸の空間となっていました。日本から

も織物を出品している方や紙布制作をされている方などが参

加していました。 
スウェーデンを訪れる度、いつも

新鮮なものをたくさん得ることがで

き、有意義な時間を過ごすことができ

るので、とても幸せです。これからも

テーマをもって旅ができるといいな

あと思っています。２～３年に１度くらいは海外に行ってリフレッシ

ュしたいですね。 
〈写真：右上から順番に、①ゴットランドの家並、②羊の群れ、 
③窓の中のダーラナホース、④レクサンドの織の会場前のダーラナホ

ース、⑤街中で秋らしいキノコ発見〉 

重住恭子（東京都杉並区在住） 

                     

編集担当：佐藤治子 
スウェーデンひつじの詩舎のホームページ 

http://www.s-hitsuji.co.jp/ 


